
３ スルーガイドについて

スルーガイド

定 義 アドベンチャートラベルについての十分な理解と北海道（地域）に関する多様な情報を持ち、自身も
ツアーに参加しつつ、顧客管理を担い、ツアー参加者とアクティビティガイドを含めた地域関係者及び
旅行会社等との橋渡しを行うコーディネーター

資 質 ・北海道に関する幅広い知識
・柔軟な行程管理を行うための技術
・英語圏の参加者への通訳技術
・アクティビティガイドとの関係構築及び活動をサポートする知識・技術

要 件 ・北海道アウトドア検定合格（有効期限内（３年）、道アウトドアガイド資格の保有者は免除）
・旅程管理主任者資格（国内／総合）
・全国（北海道）通訳案内士またはCEFR B2相当以上（※別表参照）の英語資格

※ TOEIC Listening & Readingスコア（旧来のマーキング方式テスト）のみの取扱いは対象外

・ 安全管理や自然・歴史・文化、顧客グループ管理に関する講習受講
・ 技術能力基準（最低ライン）の充足

※ 対象期間については、当面3年間は2018年1月～2019年12月を対象とすることを可とする。

有効期間 3年

＜部会・WG等における意見等＞ ＜提言（部会案）＞

・道ｱｳﾄﾄﾞｱ検定取得に抵抗感（時間・費用） ⇒  道ｱｳﾄﾄﾞｱ検定を要件に。併せて、理解促進の取組継続
・技術能力基準や有効期間は、ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｶﾞｲﾄﾞ ⇒  直近2年間のガイド従事日数 ※救済措置あり
の検討を参考 有効期間3年

・外国語（英語）コミュニケーション力の検討 ⇒  通訳案内士 又は CEFR B2以上 を要件化
※ 旧来のTOEIC Listening & Readingの取扱いは、対象外として整理

海外旅行添乗員
(ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ含む)

ツアー従事日数
100日以上（直近2年間）

通訳案内士
観光協会等ｶﾞｲﾄﾞ

ガイド業務従事日数
100日以上（直近2年間）
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ATGS 3分野研修受講
（安全管理/自然・歴史･文化/顧客・グループ）

安全管理 自然･歴史･文化 顧客・ｸﾞﾙｰﾌﾟ

修了チェック合格（複数の研修講師による）

3分野研修：ATﾂｱｰの基礎知識等＋ﾌｨｰﾙﾄﾞﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
[座学] [実地]

外国語 及び ATGS（アドベンチャートラベルガイドスタンダード）への対応

能
力
の
向
上
（
タ
テ
の
広
が
り
）

外国語

研修受講【英語対応可】
CEFR B2 / 通訳案内士

〃 【日常会話可】
CEFR B1

北海道アウトドア検定（ATGS等に対応する幅広い知識）

技術能力基準の充足（日数（最低ライン））

顧客推奨度（NPS）調査 及び 旅行会社等による評価制度

技
術
等
の
保
証

要
件
化

市
場
評
価

高
付
加
価
値
化

国際資格等（オプション）
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ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨ

Leave No Traceﾄﾚｰﾅｰ・
GSTCﾄﾚｰﾅｰ等取得

北海道ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙｶﾞｲﾃﾞｨﾝｸﾞ
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 受講

ﾌｧｰｽﾄｴｲﾄﾞ

WAFA等取得

上級救命講習等
受講

３ スルーガイドについて

推奨 必須

旅程管理主任者
（国内/総合）

英語資格
（通訳案内士・CEFR B2相当以上）



○ 観光庁による海外調査結果及びWG有識者等からの意見、ヒアリング結果等から次のとおり整理
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＜スルーガイド・アクティビティガイド等の名称について＞

３ スルーガイドについて



４ 国際基準への対応について（外国語（英語コミュニケーション力））

＜提言（部会案）＞

○ スルーガイドについては、通訳案内士 又は CEFR B2以上 を要件化
○ アクティビティガイドについては、専門的な英単語や緊急時対応等を身につける研修を実施

・ 既存の英語能力資格・試験を活用してガイドの英語レベルを区分した上で、研修を実施
・「英語対応可能」レベル（通訳等可能）と「日常会話可能」レベル（簡易な応答可能）の２区分を設定
このうち「日常会話可能」レベル（CEFR B１以上）をアクティビティガイドに推奨

○ 語学資格の有効期限については、定期的に語学を使っていれば能力は落ちないため更新不要で、
資格取得後の実務経験がより重要との意見 → このため、語学力証明のための資格再取得は求めないが、
アクティビティガイドについて、研修受講（前述）による英語能力の確認を推奨

＜各資格･検定試験とCEFRとの対照表（文部科学省／平成30年3月公表資料より）＞

※TOEIC L&R/S&Wについては、 TOEIC S&Wのスコアを2.5倍にして合算したスコアで判定する

英語対応可能レベル（B2以上）

日常会話可能レベル（B1）

⇒スルーガイドに求めるレベル【要件】
（研修の受講は可とする）

⇒アクティビティガイドに求める
レベル（研修受講を推奨）

CEFR: Common European Framework of Reference 
for Languages（外国語の学習・教授・評価のた
めのヨーロッパ言語共通参照枠）

欧州評議会で開発された、外国語の学習者の
習得状況を示す際に用いられる指標。その言
語を使って「具体的に何ができるか」という
形で言語力を６段階で表す。
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